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お
知
ら
せ

十
二
月
例
会

報
　
告

十
月
例
会

学
生
層
育
成
者
講
習
会

日
程
・
会
場
案
内

・
期
日
　
立
教
178
年
12
月
25
日

・
時
間
　
15
時
半
受
付
　
16
時
開
始

・
場
所
　
教
庁
4
階
講
堂

【
直
属
】

・
髙
岡
　
　
12
月
20
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
城
法
　
　
12
月
23
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

去
る
10
月
26
日
南
右
第
2
棟
3
階
に
於
い
て
「
十

月
例
会
」
を
開
催
。
出
席
は
40
教
区
、
114
直
属
。

【
教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
滋
賀
　
　
10
月
2
日
　
教
務
支
庁
　
　
　
29
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
委
員
出
向

・
岡
山
　
　
10
月
2
日
　
教
務
支
庁
　
　
　
100
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
委
員
出
向

・
山
口
　
　
10
月
3
日
　
教
務
支
庁
　
　
　
70
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
副
委
員
長
出
向

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

《
立
教
178
年
10
月
26
日
付
》

・
佐
藤
大
輔
（
夕
張
・
上
富
良
野
）

《
立
教
178
年
10
月
16
日
～
11
月
15
日
》

10
月
17
日
　
事
務
局
連
絡
会

　
　
20
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
納
品

　
　
21
日
　
ビ
デ
オ
チ
ー
ム
会
議

　
　
23
日
　
学
生
連
絡
会

　
　
　
　
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
発
送

　
　
24
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
広
報
室
会
議

　
　
25
日
　
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
勉
強
会

　
　
　
　
　
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
研
修
会
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
人
材
育
成
部
部
会

　
　
26
日
　
例
会

　
　
　
　
　
学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
会
議

　
　
27
日
　
出
版
部
部
会

　
　
　
　
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
来
巻
企
画
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
28
日
）

　
　
31
日
　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議
　

11
月
5
日
　
学
生
部
部
会

　
　
13
日
　
教
祖
130
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
　
　
　
　
学
修
部
部
会

　
　
14
日
　
学
修
大
学
の
部
研
究
室

　
　
　
　
　
学
修
検
討
会
議

　
　
15
日
　
つ
く
し
会
秋
期
研
修

　
　
　
　
　
担
当
者
活
動
部
部
会

各
地
の
動
き

人
事

業
務
記
録

立教１７８年１１月２５日

http://tsa.tenrikyo.or.jp

芭曷

１

教祖130年祭 学生おぢばがえり大会

立教179年 3月28日 午前10時　 大会動員目標

全教会からの参加を目指して

１万人

学
生
へ
の
お
た
す
け

出
版
部
　
委
員

松
田
　
重
雄

　
―
学
生

に
声
を
掛

け
、
お
ぢ

ば
に
連
れ

帰
る
こ
と

が
大
き
な
「
に
を
い
が
け
」
で

あ
り
、
そ
の
学
生
が
お
ぢ
ば
で
の

行
事
を
通
し
て
道
の
信
仰
を
持
っ

た
仲
間
を
得
る
こ
と
が
「
お
た
す

け
」
に
つ
な
が
る
―
　
私
は
そ
う

信
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
思
う
の
は
、

今
の
立
場
に
あ
る
か
ら
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
学
生

時
代
の
経
験
し
た
事
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。

　
幼
少
よ
り
高
校
ま
で
お
ぢ
ば
で

育
っ
た
私
は
、
高
校
卒
業
後
、
県

外
の
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、

信
仰
生
活
と
い
う
に
は
程
遠
い
日
々

を
過
ご
し
て
し
ま
い
、
結
果
、
一

回
生
の
冬
に
、
退
学
す
る
か
否
か

と
い
う
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
旧
友
に
誘
わ
れ
る
が

ま
ま
に
参
加
し
た
「
お
せ
ち
学
生

ひ
の
き
し
ん
隊
」
。
そ
れ
が
現
在
、

道
専
務
と
し
て
通
ら
せ
て
い
た
だ

く
上
で
の
一
つ
の
転
機
と
な
り
ま

し
た
。

　
深
く
考
え
る
こ
と
な
く
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
学
生
会
活
動
で

し
た
が
、
諸
行
事
を
手
伝
い
、
仲

間
と
語
り
合
う
中
で
、
次
第
に
信

仰
に
根
ざ
し
た
学
校
生
活
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

お
や
さ
と
学
生
会
の
委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な

り
ま
し
た
。

　
当
時
、
お
や
さ
と
学
生
会
は
過

渡
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
人
も

お
ら
ず
、
活
動
は
停
滞
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
、
ま
ず
管
内
学
校

の
友
達
を
誘
っ
て
人
に
寄
っ
て
も

ら
い
、
小
さ
な
行
事
を
続
け
て
い

く
こ
と
で
、
何
と
か
形
に
な
っ
て

い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ
れ

か
ら
二
十
数
年
、
お
や
さ
と
学
生

会
は
天
理
教
学
生
会
管
内
部
と
形

は
変
え
た
も
の
の
、
途
切
れ
る
こ

と
な
く
学
生
が
活
動
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
何
よ
り
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

　
同
時
に
、
信
仰
を
語
り
合
え
る

仲
間
、
膝
詰
め
で
叱
咤
激
励
し
て

く
だ
さ
っ
た
担
当
委
員
さ
ん
が
い

た
か
ら
こ
そ
、
勇
ん
だ
学
生
会
活

動
が
で
き
た
の
だ
と
改
め
て
感
謝

す
る
次
第
で
す
。

　
縁
あ
っ
て
、
現
在
は
学
生
層
を

育
て
る
と
い
う
立
場
を
お
与
え
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
自
分
が
か
つ

て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
学
生

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
手
間
も
か
か

れ
ば
、
育
成
す
る
側
の
思
い
が
伝

わ
り
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
人
か
ら
頂
い
た
信
仰
の
喜

び
を
、
今
度
は
自
分
が
学
生
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
ず

は
自
分
自
身
が
担
当
者
と
し
て
成

人
の
歩
み
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

、
、

、
、
、

、
、
、

、
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者
（
担
当
委
員
）
を
必
ず
書
類
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
会
員
の
み
の
借
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
行
事
内
容
・
使
用
人
数
等
に
よ
り
、
使
用
施
設
を
実

行
委
員
会
で
割
り
振
り
い
た
し
ま
す
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
に
は
申
し
込
み
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
尚
、
引
率
責
任
者
の
方
は
、
施
設
使
用
の
説
明
会
を

二
月
二
十
五
日
例
会
後
に
行
い
ま
す
の
で
必
ず
ご
出
席

く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場
合
は
施
設
借
用
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

■
直
属
関
係
提
出
書
類

◇
直
属
ア
ワ
ー
計
画
書
　
　
　
　
二
月
二
十
五
日
〆
切

◇
直
属
ア
ワ
ー
報
告
書
　
　
　
　
四
月
二
十
五
日
〆
切

　
裏
面
に
参
加
人
数
の
欄
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
本
部
施
設
使
用
団
体
及
び
模
擬
店
出
店
説
明
会

　
二
月
二
十
五
日
例
会
終
了
後
、
本
部
施
設
使
用
及
び

模
擬
店
出
店
に
あ
た
っ
て
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
各
責

任
者
・
担
当
者
（
出
席
で
き
な
い
場
合
は
代
理
者
）
は

必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場
合
は
施
設
使
用
、

模
擬
店
出
店
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
模
擬
店
出
店
の
団
体
に
は
、
翌
日
二
月
二
十
六
日
に

衛
生
責
任
者
の
検
便
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
食
券
の
受
取
な
ど
も
運
営
課
が
窓
口
に
な
り
ま
す
。

学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
並
び
に
学
生
会
で
は
取
り
扱

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
願
書
に
は
教
区
・

直
属
担
当
委
員
長
の
職
印
が
必
要
で
す
。

◇
最
終
団
参
計
画
書
　
　
　
　
　
二
月
二
十
五
日
〆
切

　
団
体
で
の
参
加
を
予
定
し
て
い
る
教
区
・
直
属
は
必

ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
配
布
資
料
希
望
数
記
入
用
紙
　
三
月
二
十
七
日
提
出

　
三
月
二
十
七
日
の
団
体
受
付
で
、
式
典
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
前
夜
祭
チ
ラ
シ
な
ど
の
資
料
を
配
布
い
た
し
ま
す
の

で
、
二
十
八
日
か
ら
参
加
の
学
生
も
含
ん
だ
数
を
ご
記

入
の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
団
体
参
加
報
告
書
　
　
　
　
　
四
月
二
十
五
日
〆
切

　
参
加
者
よ
り
回
収
し
た
参
加
票
を
も
と
に
し
て
、
参

加
者
数
・
別
席
者
数
・
参
加
者
集
計
を
記
入
し
て
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

■
教
区
関
係
提
出
書
類

◇
本
部
施
設
使
用
申
込
書
　
　
　
一
月
三
十
一
日
〆
切

　
教
区
行
事
な
ど
で
本
部
施
設
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
上
か
ら
、
当
日

開
錠
か
ら
施
錠
ま
で
の
責
任
を
持
て
る
会
場
引
率
責
任

【
役 

割
】
会
場
内
外
の
警
備
、
風
紀
指
導
（
喫
煙
・

　
　
　
　
　
飲
酒
な
ど
）

【
集 

合
】
三
月
二
十
七
日
十
八
時
お
茶
所
（
夕
食
を

　
　
　
　
　
済
ま
せ
て
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
）

■
団
体
参
加
関
係
提
出
書
類

◇
参
加
票
申
込
書
　
　
　
　
　
　
一
月
三
十
一
日
〆
切

　
希
望
枚
数
を
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
二
月
二

十
五
日
例
会
で
参
加
票
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

◇
模
擬
店
チ
ケ
ッ
ト
申
込
書
　
　
　
三
月
十
五
日
〆
切

　
前
夜
祭
「N

e
x
t
 
S
t
e
p
 
1
3
0

」
の
模
擬
店
は
全
店
舗

チ
ケ
ッ
ト
制
で
す
。
当
日
会
場
内
に
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

を
設
け
ま
す
が
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
各
参
加
団
体
は

事
前
に
チ
ケ
ッ
ト
購
入
枚
数
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

◎
一
枚
五
十
円
・
一
人
二
百
円
分
ま
で

◎
チ
ケ
ッ
ト
は
三
月
二
十
七
日
の
団
体
受
付
時
、
代
金

と
引
　
き
替
え
に
お
渡
し
し
ま
す
。

◇
本
部
食
堂
食
事
申
込
願

　
　
　
　
　
二
月
二
十
六
日
〆
切
（
信
者
部
運
営
課
）

　
本
部
食
堂
で
の
食
事
を
申
し
込
ま
れ
る
場
合
は
、
「
本

部
食
堂
食
事
申
込
願
」
を
、
信
者
部
運
営
課
へ
直
接
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）
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弾
き
語
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
ダ
ン
ス
・
漫
才
・

手
品
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に
は
、
演

奏(

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス)

の
映
像
の
提
出
が
必
要
で
す
。

出
演
決
定
は
選
考
の
上
、
代
表
者
に
ご
連
絡
い
た
し
ま

す
。

◇
食
材
調
査
書
　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
五
日
提
出

　
記
入
も
れ
の
な
い
よ
う
ご
確
認
の
上
、
二
月
二
十
五

日
例
会
後
の
出
店
説
明
会
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
模
擬
店
Ｃ
Ｍ
応
募
用
紙
　
　
　
二
月
二
十
五
日
〆
切

　
模
擬
店
Ｃ
Ｍ
を
特
設
ス
ク
リ
ー
ン
で
上
映
し
ま
す
。

希
望
す
る
模
擬
店
出
店
団
体
は
、
ビ
デ
オ
を
製
作
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
実
行
委
員
会
で
選
考
の
上
、

上
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
合
否
の
連
絡
は
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

◇
前
夜
祭
警
備
担
当
者
届
出
書
　
二
月
二
十
五
日
〆
切

　
模
擬
店
を
出
店
さ
れ
る
教
区
・
直
属
団
体
か
ら
、
前

夜
祭
『N

e
x
t
 
S
t
e
p
 
1
3
0

』
の
警
備
を
お
手
伝
い
い
た

だ
く
警
備
担
当
者
を
一
名
選
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
パ
イ
プ
椅
子
拭
き
を
し
て
い
た
だ
く
団
体
が
決
定
次

第
、
後
日
こ
ち
ら
か
ら
代
表
者
へ
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
前
夜
祭
「N

e
x
t
 
S
t
e
p
 
1
3
0

」
関
係
提
出
書
類

◇
模
擬
店
出
店
申
込
書
　
　
　
　
　
　
一
月
十
日
〆
切

　
今
回
は
出
店
場
所
を
決
め
る
抽
選
会
は
実
施
い
た
し

ま
せ
ん
。
実
行
委
員
会
で
厳
正
な
る
抽
選
を
行
い
、
各

店
舗
の
出
店
場
所
を
決
定
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
申
し

込
み
が
応
募
定
数(

八
十
店
舗
予
定)

を
越
え
た
場
合
も

実
行
委
員
会
で
抽
選
し
、
責
任
者
に
当
落
の
ご
連
絡
を

い
た
し
ま
す
。
出
店
場
所
は
、
二
月
二
十
五
日
発
行
の

『
引
率
の
し
お
り
』
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
責
任
者
・
担
当
者
（
も
し
く
は
代
理
人
）
の
方

は
、
出
店
説
明
会
を
二
月
二
十
五
日
例
会
後
に
行
い
ま

す
の
で
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場
合
は
出
店

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◇
音
楽
系
出
演
申
込
書
・

　
　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
出
演
申
込
書
　
一
月
十
日
〆
切

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
お
道
に
つ
な
が
る
学
生
の
出
演
者

を
募
集
し
ま
す
。
音
楽
系
は
バ
ン
ド
・
ヴ
ォ
ー
カ
ル
・

　
「
動
員
パ
ッ
ク
」
と
は
、
「
教
祖
百
三
十
年
祭 

学

生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
の
団
体
参
加
や
行
事
に
関
す

る
各
種
提
出
書
類
を
一
つ
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
各

教
区
・
直
属
学
生
担
当
委
員
会
、
及
び
各
教
区
学
生
会

に
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
学
生
と
相
談
の
上
、
計

画
を
お
進
め
く
だ
さ
い
。
尚
、
提
出
書
類
は
昨
年
と
異

な
る
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
「
動
員
パ
ッ
ク
」
を
熟

読
の
上
、
漏
れ
落
ち
や
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
提
出
書
類
に
よ
っ
て
締
め
切
り
日

が
異
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
締
め
切
り
厳
守
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
今
後
、
学
生
担
当
委
員
会
例
会
に
お
い

て
も
「
動
員
パ
ッ
ク
」
を
も
と
に
説
明
を
い
た
し
ま
す

の
で
、
毎
月
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
提
出
書
類
は
次

の
通
り
で
す
。

■
式
典
関
係
提
出
書
類

◇
パ
イ
プ
椅
子
拭
き
申
込
書
　
　
一
月
三
十
一
日
〆
切

　
参
加
者
に
快
適
に
座
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
露

に
濡
れ
た
パ
イ
プ
椅
子
を
布
巾
で
拭
く
ひ
の
き
し
ん
で

す
。
希
望
さ
れ
る
団
体
は
『
パ
イ
プ
椅
子
拭
き
申
込
書
』

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

動
員
パ
ッ
ク
　
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

教
祖
百
三
十
年
祭

　
　
　
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
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プログラム

３
月
２７
日
（
日
）

３
月
２８
日
（
月
）

「 」 ～ ～・ 感話 道の学生の歩み  次代を担うようぼくへ 

「 」・  希望の花 斉唱

◆受付◆

： （ ）場所 教祖130年祭 学生おぢばがえり大会事務所 旧本部詰所 

：時間 ●教区、団体参加の直属

⇒ ～14時 18時15分

●団体を組んでいない直属

⇒ ～  夕づとめ後 21時

※ 。必ず時間内にお越しください 

※ 、 ～ 、直属の方は 夕づとめ後 21時の間にも 教区から提出された参加票を受け取りに

。お越しください

： ～時間 式典終了後(11時45分頃) 16時

： （ ）会場 各信者詰所 原則として 

◆直属アワー◆

：内容 ・ 直属教会長お話

・ 学生の交流など

◆式典◆

： （ ）～時間 10時 開場9時  11時15分頃

：場所 本部中庭

：内容 ・ 真柱様お言葉

・ よろづよ八首奉唱

・ 教祖130年祭 学生おぢばがえり大会実行委員長挨拶

・ 決意表明

『 』◆前夜祭 Next Step 130 ◆

： （ ）～時間 夕づとめ後 19時  21時頃

：会場 東西泉水プール前広場

◆夕づとめ◆ ：時間 18時30分

：内容 ・ 模擬店

・ ステージショーなど

教祖130年祭
　　学生おぢばがえり大会

学生担当者報
立教１７８年１１月２５日
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スケジュール
教祖130年祭
　　学生おぢばがえり大会

月 行事予定 ★・・・提出書類締切 ○・・・受け取り

11 25日　学生担当者大会 （ ） 25日 ○動員パック

（ ）　19日　冬期直属学生リーダー講習会 21日まで 

（ ）23日　冬期教区学生リーダーの集い 25日まで 

25日　例会
12

1

（ ）おせち学生ひのきしん隊 7日まで 4日

教祖130年祭

★ステージ出演申込書

★模擬店出店申込書

★本部施設使用申込書[教区]

★パイプ椅子拭き申込書

★参加票申込書

○引率のしおり

★最終団参計画書

★直属アワー計画書[直属]

★食材調査書

ＣＭ★模擬店  応募用紙

例会25日

★本部食堂食事申込願

模擬店説明会

本部施設使用説明会[教区]

（ ） 26日…信者部運営課へ 

★模擬店チケット申込書

★参加票・配布物希望数記入用紙

○式典プログラム・前夜祭チラシ

○教区からの参加票[直属]

○模擬店チケット

（ ）学生生徒修養会 大学の部 9日まで 3日

例

前

会25日

28日

（ ） 15日 

2

3

4

お願いづとめ

★直属アワー報告書[直属]

○直属からの参加票[教区]

★団体参加報告書例会25日

★模擬店出店報告書

（ ） 10日 

（ ） 10日 

（ ） 31日 

（ ） 25日 

（ ） 28日 

（ ） 27日 

（ ） 25日 

★担当者アンケート

（ ）
学生生徒修養会 高校卒業生コース

 8日まで 
6日

27日 『 』夜祭 Next Step130 

教祖130年祭
　　学生おぢばがえり大会

26日
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※記載内容に変更がありましたら、随時学生担当委員会事務局までお知らせください。
　TEL 0743-63-2489

教区

神奈川 ①  27日9:00 教務支庁  29日17:00 教務支庁

茨城 ①  26日6:00 教務支庁  28日20:00 教務支庁

①  27日9:00 教務支庁  29日17:00 教務支庁

②  27日9:00 教務支庁  28日20:00 教務支庁

石川 ①  26日9:00 教務支庁  29日16:00 教務支庁

①  29日8:00  教務支庁、他数ケ所  29日18:00  教務支庁、他数ケ所

②  28日7:00 中河詰所  28日12:00 中河詰所

岡山 ①  27日8:00 教務支庁  29日17:00 教務支庁

①  27日8:00 教務支庁  29日19:00 教務支庁

②  27日13:00 教務支庁 未定 教務支庁

鳥取 ①
 27日7:30
 　　8:00
     9:30

西部支部
中部支部
東部支部

 29日 各支部

山口 ①  27日8:00 各支部  29日18:00 各支部

①  27日10:00  教務支庁、各支部集合  29日夕～夜 各集合場所

②  27日10:00 各地 未定 各集合場所

福岡 ①  26日15:00  新門司港ﾌｪﾘ-ﾀ-ﾐﾅﾙ  29日9:00  新門司港ﾌｪﾘ-ﾀ-ﾐﾅﾙ

①  26日14:00 鹿児島中央駅  30日12:00 鹿児島中央駅

②  27日11:00 南海詰所  29日9:00 南海詰所

熊本 ①  26日13:00 教務支庁  29日11:00 教務支庁

宮崎 ①  26日18:00 宮崎港  30日9:00 宮崎港

佐賀 ①  26日15:00 教務支庁 未定 教務支庁

北海道 ①  25日20:00 教務支庁  30日22:00 教務支庁

①  26日18:00 教務支庁  30日18:00 教務支庁

②  28日8:00 津詰所 未定

宮城 ① 26日時間未定 未定 29日時間未定 未定

山形 ①  26日7:00 教務支庁  29日5:00 教務支庁

岩手 ①  26日16:00 教務支庁  30日12:00 教務支庁

青森 ①  26日9:00 教務支庁  29日10:00 教務支庁

①  25日20:00 教務支庁  29日20:00 教務支庁

②  26日20:00 大垣詰所  28日16:00 大垣詰所

集合 解散

福井

新潟

広島

島根

鹿児島

福島

秋田

学生担当者報
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「教祖130年祭 学生おぢばがえり大会」
団参計画（教区） ※11月7日現在

教区

①  26日14:00 髙知詰所  29日20:00 敷島詰所

②  27日13:00 髙知詰所  29日15:00 髙知詰所

京都 ①  27日7:00 宮津駅～  29日15:00 未定

三重 ①  27日10:00  島ヶ原詰所  29日15:00 本部駐車場

①  27日9:30 近鉄天理駅  29日16:00 近鉄天理駅

②  28日9:00 近鉄天理駅 未定  12母屋

①  26日時間未定  29日

②  27日時間未定 未定  29日 各宿舎

①  27日11:00 湖東詰所  29日15:00 湖東詰所

②  28日9:30 湖東詰所  29日15:00 湖東詰所

和歌山 ①  27日11:00 南海詰所  29日13:00 南海詰所

①  29日19:00～
 
 
 

嶽東大教会、富士SA
教務支庁、山名大教会
浜名湖SA

嶽東大教会、富士SA
教務支庁、山名大教会
浜名湖SA

②  27日14:00 教務支庁  28日20:00 教務支庁

①  27日9:00 近鉄名古屋駅  29日17:00 近鉄名古屋駅

②  28日7:00 教務支庁  28日20:00 教務支庁

岐阜 ①  27日9:00 岐美大教会  29日11:00 各宿舎

①  27日9:00 教務支庁  29日18:00 教務支庁

②  27日9:00 教務支庁  28日18:00 教務支庁

①  27日9:00 教務支庁  29日14:00 未定

②  28日6:00 教務支庁  28日20:00 教務支庁

愛媛 ①  27日10:00 教務支庁  29日20:00 教務支庁

香川 ①  27日9:00 教務支庁  29日19:00 教務支庁

東京 ①  27日9:00 日本橋大教会  29日17:00 新宿駅付近

①  26日9:00 教務支庁  29日18:00 教務支庁

②  26日18:00 深川詰所 未定 深川詰所

埼玉 ①  26日9:00 教務支庁  29日17:00 教務支庁

①  26日15:00 教務支庁  29日17:00 教務支庁

②  28日8:00 阪東詰所 未定

栃木 ①  26日18:00 教務支庁  29日18:00 教務支庁

集合 解散

奈良

大阪

兵庫

滋賀

静岡
 27日7:00～    
 　

愛知

長野

徳島

千葉

群馬

各宿舎
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海
外
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
講
習
会 

出
向
報
告

学
生
担
当
委
員
会
委
員
長
　
吉
川
万
寿
彦

【
ブ
ラ
ジ
ル
伝
道
庁
】

　
去
る
九
月
十
二
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
伝
道
庁
に
お

い
て
「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
七
年
度
ま
な
び
ば
屋
内
、
屋
外
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
た
。
朝
、
ブ
ラ
ジ
ル
伝
道
庁
長

の
開
講
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
、
屋
内
、
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
通
訳
を

通
し
て
内
容
や
進
め
方
の
説
明
を
し
な
が
ら
、

実
際
に
体
験
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
毎
年
現

地
の
担
当
委
員
が
手
分
け
し
て
事
前
に
そ
の
内

容
を
翻
訳
し
、
十
分
な
準
備
が
な
さ
れ
て
い
る
。

参
加
者
は
、
毎
年
一
月
に
伝
道
庁
で
実
施
さ
れ

て
い
る
「
学
生
講
習
会
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
中
心

で
、
今
年
も
厳
選
さ
れ
た
四
十
六
名
が
自
ら
楽

し
み
な
が
ら
も
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ど
の
部
分

に
心
を
配
る
べ
き
な
の
か
、
メ
モ
を
取
り
、
確

認
を
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。

　
伝
道
庁
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
学
生
講
習

会
」
は
、
二
百
名
を
超
え
る
高
校
生
が
約
一
週

間
の
合
宿
生
活
を
通
し
て
教
え
を
学
び
、
実
践

し
て
い
る
。
こ
の
参
加
経
験
者
の
中
か
ら
、
お

ぢ
ば
で
開
催
さ
れ
る
「
お
や
さ
と
練
成
会
」
に

参
加
し
、
更
に
は
「
天
理
教
語
学
院
」
「
お
や

さ
と
ふ
せ
こ
み
課
程
」
へ
と
進
み
、
そ
の
後
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
学
生
層
育
成
に
、
ま
た
、
ブ
ラ

ジ
ル
伝
道
庁
の
様
々
な
行
事
に
携
わ
る
人
材
が

増
え
て
き
て
い
る
と
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
こ
の
「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
講
習
会
」
が
ブ
ラ
ジ
ル
の

若
年
層
育
成
の
上
に
大
き
な
役
割
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
、
あ
り
が
た

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
講
義
の
時
間

で
は
、
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
説
明
と
、

学
生
層
育
成
の
上
で
重
要
な
「
き
く
・
み
る
・

は
な
す
」
を
中
心
に
お
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

が
、
受
講
生
の
熱
心
な
姿
に
、
こ
ち
ら
が
　
反

対
に
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
翌

十
三
日
の
伝
道
庁
月
次
祭
で
は
、
約
四
百
名
も

の
参
拝
者
に
対
し
て
学
生
層
育
成
者
講
習
会
を

つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

【
ノ
ル
デ
ス
テ
芳
洋
教
会
】

　
伝
道
庁
か
ら
約
二
千
五
百
キ
ロ
離
れ
た
ノ
ル

デ
ス
テ
支
部
で
も
「
学
生
講
習
会
」
が
開
催
さ

れ
て
い
る
た
め
、
今
回
初
め
て
ノ
ル
デ
ス
テ
芳

洋
教
会
を
会
場
に
、
十
四
日
夕
方
か
ら
十
五
日

の
夜
に
か
け
て
、
一
泊
二
日
で
「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
講

習
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
筆
者
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
打
ち
合
わ
せ
確
認
の
た
め
十
四
日
午
後
に

同
教
会
に
到
着
し
た
。
教
会
で
は
二
人
の
若
い

ス
タ
ッ
フ
が
迎
え
て
く
れ
た
。
二
人
と
も
天
理

教
語
学
院
卒
業
生
で
あ
る
。
卒
業
後
、
一
年
間

学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
で
ひ
の
き
し
ん
を
つ

と
め
て
く
れ
た
ダ
ニ
ー
ロ
君
と
、
専
修
科
を
卒

業
し
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
さ
ん
で
あ
る
。
二
人
が

中
心
と
な
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
、
ま
た
、

当
日
は
同
時
通
訳
も
つ
と
め
て
く
れ
た
。
お
ぢ

ば
で
伏
せ
込
ん
で
地
元
に
戻
り
、
こ
の
様
に
所

属
教
会
で
活
躍
し
て
い
る
二
人
の
姿
が
と
て
も

嬉
し
く
て
感
激
し
た
。

　
講
習
会
は
、
夕
づ
と
め
後
坂
口
会
長
の
開
講

、
、

、

、

、
、

、
、
、
、
、
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ア
メ
リ
カ
伝
道
庁 

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
講
習
会 

出
向
報
告

人
材
育
成
部
部
長
　
福
江
弘
一

　
十
月
十
六
、
十
七
日
、
ア
メ
リ
カ
伝
道
庁
を
会

場
に
、
第
一
回
北
米
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
が
初
め
て
の
開
催
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
北
米
の
方
々
に
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
、
今
講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
日
常

の
信
仰
生
活
に
生
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ね
ら

い
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
ね
ら
い
の
達
成
に
向

け
て
、
開
催
の
告
知
と
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
ま
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
定
と
資
料
の
翻
訳
等
の
準
備
に

時
間
を
か
け
ま
し
た
。

　
開
催
の
告
知
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
担
当
者
が

早
く
か
ら
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
案
内
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に
は
、
毎
年
十
一
月
に
お

ぢ
ば
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
研
修
会
に

参
加
経
験
の
あ
る
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
今
回

は
そ
う
い
っ
た
方
々
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
務
め
て

く
だ
さ
っ
た
お
陰
で
、
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ

り
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
番
前

日
に
は
ス
タ
ッ
フ
一
同
で
直
前
研
修
会
を
行
い
、

入
念
な
準
備
の
も
と
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　
本
番
当
日
は
参
加
者
五
十
名
が
六
班
に
分
か
れ

て
、
「
お
言
葉
カ
ル
タ
」
、
「
お
や
さ
ま
の
お
話
」
、

「
拝
啓
、
お
や
さ
ま
」
の
各
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行

い
ま
し
た
。
「
お
言
葉
カ
ル
タ
」
は
数
ヶ
月
前
か

ら
英
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
製
作
し
、
海
外
部
勤
務
の

英
語
圏
の
勤
務
者
に
対
し
て
ト
ラ
イ
ア
ル
を
行
い
、

改
良
を
重
ね
ま
し
た
。
カ
ル
タ
と
い
う
文
化
の
な

い
ア
メ
リ
カ
の
方
々
も
、
楽
し
み
な
が
ら
教
祖
の

お
言
葉
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
お
や

さ
ま
の
お
話
」
で
は
、
「
道
す
が
ら
」
、
「
雪
の
日
」
、

「
ご
苦
労
」
の
三
つ
の
逸
話
を
ス
キ
ッ
ト
（
寸
劇
）

に
し
て
演
じ
ま
し
た
。
英
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
台
本

を
製
作
し
、
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
オ
ー
バ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
も
飛
び
出
し
て
、
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
の

ス
キ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
教
祖
に
お
手
紙
を
書
き
、
夕
づ
と
め

に
て
神
前
に
お
供
え
し
、
講
習
会
を
終
え
ま
し
た
。

　
受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
も
大
変
お
喜
び
い
た
だ

き
、
大
成
功
の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

、

、
、
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挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
教
会
と
近
所
に
あ
る
大
学

の
敷
地
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
大

学
生
か
ら
六
十
歳
代
ま
で
と
幅
広
く
、
四
十
三

名
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
姿
が
と

て
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
生
層
育
成

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
お
た
す
け
」
に
直
結
す
る

か
ら
と
、
勇
ん
で
参
加
さ
れ
て
い
る
姿
に
ま
た

ま
た
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。
筆
者

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
引
き
続
き
、
十
五
日
の
夜
に

学
生
層
育
成
者
講
習
会
を
つ
と
め
終
え
、
空
港

へ
直
行
。
マ
イ
ア
ミ
経
由
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ

と
向
か
っ
た
。

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所
】

　
レ
シ
ー
フ
ェ
か
ら
マ
イ
ア
ミ
経
由
で
約
十
一

時
間
か
け
て
十
六
日
夕
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出

張
所
に
到
着
。
夕
づ
と
め
後
、
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
、

学
生
会
、
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
十
四

名
の
若
い
人
達
の
参
加
が
あ
っ
た
。
ま
ず
始
め

に
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
や
「
ま
な
び

ば
」
の
目
的
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
二
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
い
く
つ
か
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
体
験
を
し
て
も
ら
っ
た
。
最
初
は
不
思

議
そ
う
な
顔
を
し
て
る
人
も
い
た
が
、
だ
ん
だ

ん
と
会
場
内
が
熱
気
を
帯
び
、
賑
や
か
な
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
。

　
昨
年
よ
り
海
外
の
各
拠
点
と
の
話
し
合
い
を

進
め
て
来
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点

が
だ
ん
だ
ん
と
学
生
層
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

取
り
入
れ
て
活
用
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
今
後
も
海
外
の
各
拠
点
と
の
繋
が
り

を
深
め
、
学
生
層
育
成
の
上
で
一
層
の
後
押
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。
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三
回
生
女
子
寮
の
ス
タ
ッ
フ
を
し
た
時
の
夏
、
明
ら

か
に
喫
煙
直
後
の
生
徒
に
出
く
わ
し
ま
し
た
。
「
今
、

煙
草
吸
っ
た
よ
ね
？
」
空
気
が
止
ま
る
…
。
「
私
な
、

あ
ん
た
に
幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
ね
ん
」
喫
煙
が

影
響
し
て
お
母
さ
ん
に
な
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
「
幸

せ
の
種
を
掴
み
に
来
た
こ
の
お
ぢ
ば
で
、
な
ん
で
!?
」

と
い
う
単
な
る
自
分
の
気
持
ち
。
そ
の
夜
、
そ
の
学
生

は
苦
し
い
胸
の
内
を
打
ち
明
け
て
く
れ
ま
し
た
。
　

　
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
か
ど
う
か
は
、
ど
れ
だ
け
幸
せ

の
種
を
持
っ
て
い
る
か
、
だ
と
思
い
ま
す
が
、
学
生
層

育
成
に
携
わ
る
御
用
は
、
そ
こ
に
直
結
し
て
い
る
ん
だ

な
ぁ
と
痛
感
し
ま
す
。
自
分
に
ど
ん
な
成
人
を
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
、
悩
み
多
き
御
用
で
し
た
が
、

学
生
さ
ん
を
幸
せ
に
、
み
ん
な
が
少
し
で
も
気
持
ち
良

く
過
ご
せ
る
に
は
…
、
と
お
互
い
の
想
い
が
重
な
る
喜

び
を
味
わ
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
見
え
な
い
所
で
小
さ
な
物
品
を
一
つ
一
つ
数

え
て
く
だ
さ
る
ス
タ
ッ
フ
が
お
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
務
め

る
こ
と
が
で
き
る
、
お
陰
様
の
心
も
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
「
み
っ
こ
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
良
か
っ
た
！
」

「
よ
う
ぼ
く
に
な
っ
た
！
」
「
初
め
て
お
さ
づ
け
を
取

り
次
い
だ
よ
！
」
思
い
出
し
た
だ
け
で
心
が
青
空
に
な

る
よ
う
な
た
く
さ
ん
の
言
葉
が
、
こ
の
御
用
で
頂
い
た

何
よ
り
の
宝
物
で
す
。

　
　
元
人
材
育
成
部
部
員
　
草
薙
充
子
（
旧
姓 

飯
降
）

青
　
空

 

　高校卒業生が進学や就職などそれぞれの道へと進むこの時期に、親神様の御教え、教祖のひなが

たを再確認し、同世代の繋がりを深めることは、その後の信仰生活の上で大変有意義なことであり

ます。

　卒業後、どのような環境においても、おぢば、教会に繋がり、教祖の御心にそった生活を送るこ

とができるよう、下記の要項にて学生生徒修養会 高校卒業生コースを開催いたします。

【期　　間】　平成２８年３月６日（日）～ ８日（火）［２泊３日］

【宿　　舎】　男子：本部第３８母屋　　女子：本部第８母屋、９母屋

【受講対象】　①平成２７年度高等学校卒業予定者

　　　　　　　　※卒業後の進路は問いません

　　　　　　　　※天理高等学校第Ⅰ部､第Ⅱ部､天理教校学園高等学校の全卒業予定者も受講可能

　　　　　　　　　です。

　　　　　　　②全期間を通して受講できる者

【定　　員】　２００名

【受講御供】　３,０００円

【内　　容】　講話、ねりあい、グループワーク、お楽しみ行事など

【日　　時】　集合：３月６日（日）午前９時３０分～１０時、解散：３月８日（火）午後２時頃

【申込方法】　下記書類を整え、最上級教会長を経て、学生担当委員会事務局に申し込んで

              ください。

　　　　　　　・受講願書：１通　　　・返信用封筒：１枚

　　　　　　　（保護者氏名、住所、郵便番号を記入し、８２円切手を貼付ください）

【申込期間】　平成２７年１１月２５日（水）～ 平成２８年２月１５日（月）

※受講にあたっての詳細及び必要事項は、書面にて１月１５日以降、随時保護者宛に郵送いたします。

※受講願書は学生担当委員会にあります。必要部数をコピーしてご利用ください。

　Websiteでもダウンロードできます。

立教１７９年　学生生徒修養会 高校卒業生コース　要項

、
、
、
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おせち学生ひのきしん隊

たくさんの方々に出会うことができ、

とてもよい経験をすることができました。

学ばせていただいたことがたくさんあ

ったので、これからの生活でも活かし

たいと思った。来年もまたおせち学生

ひのきしん隊に行きたいと思いました。

　　　　 　　　　　　（高校２年生）

帰参者の方にどうしたら喜んでもらえ

るのか。誰かのために動くことができ

た４日間でした。「ありがとう」など

の感謝の言葉だったり、あいさつだっ

たり、当たり前であることの大切さを

改めて感じることができたので良かっ

たです。　　　　　　　（高校３年生）

　毎年おぢばでは、１月５日から７日まで「お節会」が開かれますが、その会場

で、帰参者への給仕や誘導、洗い方などのひのきしんをさせていただきます。

　『喜びあふれる笑顔と明るい声のさわやかなおもてなし』をモットーに、ひのき

しんを行なう学生の声や、世話班・大学生班班長の魅力を紹介いたします。

■高校生

先生方の配慮が行き届いていてすごい

と感じました。運営を効率よく行なう

ことは大切なことだけれど、第一に帰

参者の方に喜んでもらうため、温かい

お出汁を出したりすることなどが大切

なのだということを学びました。　　

　　　　　　　　　　　（大学３年生）

世話班は高校生にも喜んで帰ってもら

えるようひのきしんをさせていただく

立場で、私はずっと憧れていました。

高校生の笑顔とか、素直に頑張る姿とか、

お道に触れるところとか、そういう姿

に元気をもらうし、またお道が好きに

なれます。　　（大学４年生・世話班）

今までのおせちひのきしんと違ったこ

とを今年やらせていただきました。こ

れまで自分が経験したことと全く違っ

ていて、楽しく、そして嬉しく班の人

たちと触れ合いながらつとめさせてい

ただきました。自分は本当に「幸せや

なぁ」と実感しました。（大学３年生）

大学生班班長はひのきしんを担当す

る大学生の中でも責任の重い立場な

ので、大変だけど、勇ませ方や指示

の出し方などが勉強できる。難しさ

もあるがきっと班員さんよりも得る

ものが多いと思います。

　　　　（大学４年生・大学生班班長）

■大学生

■世話班の魅力 ■大学生班班長の魅力

参加者
の声

、、、
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学生担当者報

『教祖130年祭 学生おぢばがえり大会』お願いづとめについて
　『教祖130年祭 学生おぢばがえり大会』を無事に開催できるよう、また、一人

でも多くの友とおぢばに帰り集えるよう、学生と担当者の方々と共に心を一つ

に揃えて、お願いづとめをつとめさせていただきます。

　お忙しい中とは思いますが、下記の通り、お集まりくださいますようお願い

いたします。

日　時：12月25日（金）　本部夕づとめ後（17時30分頃）

場　所：東礼拝場 南側

対　象：教区学生会、直属学生、管内学生、担当者

　☆実施計画書は２ヵ月前までにご提出ください。

教区 開催日時 場所 担当者

「まなびば」開催会場一覧　《12月開催分》

12月6日9時～16時 教務支庁 安江　和孝岐阜

鹿児島
(大島支部)

大島分教会12月5日13時～6日14時 前田　清和

教務支庁島根 12月5日13時～6日15時 水　教一

教務支庁鳥取 12月5日15時～6日15時 岸本　成人

東肥大教会熊本 12月5日13時～6日15時 西島　広治

学生担当者報
立教１７８年１１月２５日

申 し 込 み 方 法

天理市守目堂町213-4　おやさとやかた真南棟３階　学生担当委員会事務局

《郵便》〒632-8790　天理郵便局私書箱１号

《電話》0743-63-2489（学生担当委員会事務局直通）/ FAX　0743-62-5780

募 集 要 項

立教１７９年 学生生徒修養会 大学の部

主催･･･天理教教会本部 事務局･･･天理教学生担当委員会

問 い 合 わ せ 先

１４

▽ 期　　間 ･･･ 平成２８年３月３日(木)～３月９日(水)

▽ 受講資格 ･･･ ①平成２８年１月８日現在、大学・短期大学・大学院・専門学校

　　　　　　　　　高等専門学校（４年生以上）に在学している者。

　　　　　　　　②全期間を通して受講できる者。

▽ 募集人員 ･･･ ７００名（男子３５０名、女子３５０名）

▽ 募集人員 ･･･ ７００名（男子３５０名、女子３５０名）

▽ 内　　容 ･･･ 講義、グループワーク、にをいがけ、ひのきしん、修練（おつとめ勉強）など。

　　　　　　　　期間中に別席を１席運べる日を設けます。

▽ 集　　合 ･･･ ３月３日正午から１２時３０分までに指定された宿舎に集合してください。

▽ 解　　散 ･･･ ３月９日　午前１０時頃、各宿舎にて

▽ 受講御供 ･･･ ８,０００円　詰所（直属学生担当委員会）に納めてください。

▽ 申込方法 ･･･ 下記の書類を整え、最上級教会長の署名・捺印をいただいた後、学生担当委

　　　　　　　　員会事務局に申し込んでください。

　　　　　　　　・受講願書１通  ※特に学年の記入間違いのないようお願いいたします。

　　　　　　　　・返信用封筒１枚（住所、氏名、郵便番号を記入し、８２円切手を貼付して

　　　　　　　　　ください）

▽ 受付期間 ･･･ 平成２８年１月８日～２月２５日

　　　　　　　　(事務処理の関係上、願書はなるべく２月１５日までに提出してください)

※受講にあたっての詳細及び必要事項は、書面にて２月１５日以降、随時本人に郵送いたしま

　す。また、２月１５日以降はTSA websiteでも確認できますのでご利用ください。

※受講願書は学生担当委員会、各教務支庁にあります。


